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小牧市表彰条例、同施行規則

市政功労者や叙勲等の受章者

市政功労者や叙勲等の受章者の功績・栄誉を称えることにより、市政へ貢献している人を
広く市民へ周知し、市政に対する意識を高める。
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内容（手段）
目的達成のため
にどのような事業

を実施したか

市表彰条例に基づき市政功労者を決定し、新年賀詞交換会と同時に市政功労者表彰式を
開催し、表彰及び記念品を贈る（年１回）。
叙勲・褒章受章者に対しては、市政功労者表彰式において記念品を贈る。

【平成28年度決算直接経費の内訳】
報償費　1,134千円　                  内訳　自治功労・一般表彰等記念品料  　　　 　534千円
　　　　　 　　　　　　　　　                  　　叙勲受章者記念品料　　　　　　    　 　　　600千円
需用費　149千円                  　内訳　パンフレット印刷代　　　　　　　　　　　　　  　84千円
　　　　　　　　　　　　　                  　　　 食糧費等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 42千円
　　　　　　　　　　　　　　                  　　 消耗品費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23千円
役務費　　56千円　　　　　　　　           　筆耕翻訳料　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　56千円
委託料　　98千円　　　　　　　　　       　 市政功労者表彰式会場設営委託料      　 98千円
使用料及び賃借料　 　81千円         　 式典資材借上料　　　　　　　　　　　　　　　　　81千円

【平成29年度予算直接経費の内訳】
報償費　1,935千円　　　　　　　　　　　 自治功労・一般表彰等記念品料   　　　　  　1,335千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叙勲受章者記念品料　　　　　　    　 　   　　　600千円
需用費　631千円　　　　　　　　　　　　パンフレット印刷代、写真現像費　　　　　   　　150千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他、食糧費　　　　　　　　　　　　　　　　 　　481千
円
役務費　　90千円　　　　　　　　　　　　筆耕翻訳料等　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　90千円

使用料及び賃貸料　166千円　　　　　　式典資材借上料等　　　　　　　　　　　　　　　 166千円
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Ｈ29予算額

正職員
従事者数

Ｈ28決算額

基本施策・展開方向

予算区分

行政経営 地域協働 協働によるまちづくりの環境を充実します
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事業番号 51

平成29年度 事務事業評価シート（ 実施計画事業 ・ 経常事業 ）
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事務事業名 表彰式典開催事業 担当部 市長公室

会計区分 一般会計 担当課 秘書政策課

事業期間 平成２６年度以前 ～ 平成３０年度まで 担当係 秘書係

根拠法令・個別計画

目
的

何・誰を
対象に

どの様な状態
にするのか

Ｈ27決算額Ｈ26決算額

844844844844人件費

0.150.15

2,8221,518

費
用

その他財源

0

費用合計 2,278 2,060

1



単位

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

平
成
２
９
年
度
の

実
施
内
容

千円 11 節 節
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消耗品費のうち賀詞交換会テーブル装飾花を削減した。具体的には会場のレイアウ
トを変更し、最小限の数とした。

３０年度以降
の実施内容

方向性の判定は「縮小」となっているものの、市政に対する意識を高めるために、表
彰式典は必要なものであるため、開催方法の効率化など工夫することで実施してい
く。

二
次
評
価

方向性の判定 判　定　理　由

縮　小

一次評価のとおり。
平成30年度以降の事業費（一般財源）は、原則的に、平成29年度当初予算の金額
から本年度の事務事業評価による額を控除した金額を上限とするとともに、引き続
き、効果的・効率的な事業実施に努められたい。

事
業
の
自
己
評
価

事業の
達成状況

平成２９年１月４日に、市役所大会議室において一般表彰・自治功労表彰６名（市職
員部長職３名、教員３名）と小牧市市民会館ホールにおいて一般表彰１５名（スポーツ
推進委員２名、商工会議所常議員２名、保護司４名、民生・児童委員４名、学校医１
名、交通委員１名、多額の寄附１名）を表彰した。

事業実施における
課題

今後も市政に貢献した人への表彰は続けて行く必要があるが、表彰基準について
は、誰もが納得できる時代に適合した内容になっているか常に留意する必要がある。

２９年度における
実施内容や結果

見込み

市政功労者表彰式の一般参会者の人数を増やすために、式典の開催方式の改善を
検討している。例年、賀詞交換会の参会者に比べ市政功労者表彰式の参会者が少
なくなっており、賀詞交換会の参会者が市政功労者表彰式にも参加するようなプログ
ラムとする。
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方向性の判定

判定理由・削減内容

縮　小
対象や手段の絞込み等により、事業のボリュームを縮
小すべきもの
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